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「　　　　」
姉妹誌対談第3回はアラスカ編
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病気のはなし
慢性骨髄性白血病� 大場理恵・薄井紀子
技術講座
免疫　免疫学的検査の非特異反応� 石橋みどり
生理〔step up 編〕　認知症領域検査における超音波検査
　� 八鍬恒芳
トピックス
網羅的がん遺伝子解析に基づく，がん個別化治療の推進
　� 柳田絵美衣・西原広史
血清 TARCの有用性� 金子　栄
フォーカス
医療安全に役立つ危険予知トレーニング� 三上久美子
亜鉛欠乏症の診断・治療と血清亜鉛値� 倉澤隆平
Laboratory Practice
輸血　照射洗浄血小板-LR「日赤」（Ir-WPC-LR）の使用法
　� 高瀬隆義
ワンポイントアドバイス
消化管超音波検査における基本走査と描出のコツ
　虫垂炎� 浅野幸宏・長谷川雄一
生理検査のアーチファクト
心電図⑤
　回転ムラ様な波形を認めたホルター心電図� 長山　医
疾患と検査値の推移
急性肝炎（ウイルス性急性肝炎）� 篠原美絵・石井耕司

臨床医からの質問に答える
提出したばかりの血液培養ボトルをグラム染色しないのは
　なぜですか？� 米谷正太
読者質問箱
透析患者におけるABI 検査の注意点を教えてください．
　� 山本多美

人の心に寄り添う医療人になる・22
つなぐ人・3〜アラスカ編〜� 山田　博・山藤　賢

研究のすゝめ・2
〜Bedside to Bench, Bench to Bedside〜
日常業務の問題点から研究への足がかり
　探究心から始まる研究� 大杉千尋
ラボクイズ/過去問 de セルフチェック！/他

■『検査と技術』2017 年（12 冊）（2 冊の増刊号を含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料（送料弊社負担）：

冊子版：本体 23,500 円＋税
冊子＋電子版/個人：本体 28,500 円＋税
電子版/個人：本体 23,500 円＋税

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．できるだけやさしく，わかりやすい解
説での誌面構成を心がけています．

「人の心に寄り添う医療人になる」「検査と技術」誌注目の連載

【本連載の形式】　　各界で著名な先生方への山
さん

藤
どう

賢
まさる

先生（昭和医療技術専門学校学校長）のインタビュー（対談）に
て，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーション，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，
患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきます．対談のなかで，山藤先生が感じた医療との
つながりの部分を，心の“共振のポイント”として解説を加えていただきます．

【本連載の紹介（第 10 回〜）】
インタビュアー：山藤　賢
第 10〜12 回	 「一瞬の無限〜いまここにある「いのち」」
	 戸高雅史（登山家，野外学校 FOS代表）
第 13 回	 「日本語表現法・思考法（コミュニケーションスキル実践編）」
	 坂本　聰（有限会社考学舎）
第 14 回	 「日本人らしい臨床検査技師とは」　　
	 高木　康（昭和大学医学教育学）
第 15〜17 回	 「心を静める，相手を導く」　　藤平信一（心身統一合氣道会会長）
第 18 回	� 「本気で生きるから楽しい─調理場という戦場「コート・ドール」

斉須政雄の仕事論」　　
	 斉須政雄（コート・ドールオーナー・シェフ）
第 19 回	 「英語は「筋トレ」である」　　
	 三宅義和（株式会社イーオン代表取締役社長）
第 20〜22 回	 「つなぐ人」
	� 山田　博（株式会社森へ代表取締役，株式会社ウエイクアップ

チーフケアテイカー）

［前号（11 月号）より続く］
　編集室：では，アラスカのお話に…．
　山藤：そうそう，三由さん（編集室），僕たち
がアラスカに行っている間に何かありましたか？
　編集室：実は，車にひかれて死にそうになっ
ていました（笑）
　山藤：えっ？　何があったんですか？
　編集室：子どもの手を引いて横断歩道を渡っ
ているときに，子どもが突然，「ママ，車にひ
かれちゃうよ」と言うので，はっと，顔を上げ
ると，歩行者用の信号が赤でした．傘で信号が
見えてなく，ギリギリのところでした．
　山田：あぁ，それを子どもが教えてくれたん
ですね．お子さん，まだ小さいんですか？

　編集室：はい，5歳です．
　山藤：5 歳児が命，救っていますよ！
　山田：うわっ，来たー．サインですよ！
　編集室：子どもが私の命の恩人です．サイン
なんですか？
　山田：三由さんの人生において，そこで何か
のメッセージがあるよという出来事ですよね．そ
ういうのがいままで話してきたサインみたいな
ことなんです．それを受け取るということです．
　編集室：なるほど．
　山藤：いま思ったんですが，僕たちのほうが
死ぬ確率が高いところへ行っているのに，三由
さんのほうが死にそうになっているんですよ
（笑）．この対談，僕たちが生きて帰ってこな

昭和医療技術専門学校学校長
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株式会社森へ代表取締役，
株式会社ウエイクアップチーフケアテイカー
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山田　博（やまだ　ひろし）氏 プロフィール
つながりを思い出す旅のガイド．1964 年生まれ．東北大学教育学部卒業．株式会社リクルートを経て，2004 年
プロ・コーチとして独立．CTI ジャパンにてコーチ，リーダー養成のトレーナーとして約 4,000 人の育成にかか
わる．2012 年 CTI ジャパン代表，2014 年株式会社ウエイクアップの経営に参画．人と組織が本来持っている可
能性が最大限発揮される幸せな経営を目指している．2006 年，森の中で自分を見つめ，感じる力を解き放つ「森
のワークショップ」をスタート．2011 年，株式会社森へを設立．自分，人，森との対話を通じて，自らの原点を
思い出す「森のリトリート」を全国各地の森で開催中．関連書籍として『無意識の整え方』（ワニ・プラス刊），
『森と共に，歩む日々』（金風舎刊）がある．

第 22 回

つなぐ人・3
～アラスカ編～

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．
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